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＜連絡事項＞

· 本日、能力開発カードの面談終了予定。

· トリゾンラブの携帯を引き続き行うこと。

＜外来情報＞

大久保　律子様～頭痛を訴えられ頭痛薬が１週間分処方となっている。外来受診時に呂律不良あり。

大久保　康弘様～精神障害者福祉手帳が更新されたとの事。左手背と右手の指間に発疹あり経過観察。

横町　浩様～頭がボーっとすると主治医に相談している。父親から働くようにと言われている事に

ついて主治医から仕事について焦らないようにとアドバイスあり。

関　秀治様～仕事が週２回から３回に変更になり「大変だけど何とかやっていける」と話される。

田名部　一樹様～疲れた時にはダルさがあるが、それ以外はとても調子が良いとの事。

八木橋　牧雄様～手指の振戦あり。残業などの為、ナイトケアに出席できないときには、ナイトケアにきちんと連絡しているとの事。

＜利用者様情報＞　

井畑　光湖様～昨日、不調の為帰路のバスに乗車せず外来で過ごしていたとの事。17：50頃、再度通所に訪れている。来所時は落ち着きがなく、そわそわした様子が見られ「家に帰ると母親が怒る」などの家庭での訴えがある。スタッフの説明により帰宅されている。

　　　　　　　<現状>

以前に比べて本人からスタッフに不調の訴えや話しかける回数が増加している。

身体的な不調を訴え、プログラムに参加出来ない事が増えている。

交際相手との関係性（交際相手から距離を置かれている状態）


以前、自殺企図を行った状態に似ており、病状が不安定になっている様子が見られる。

今後の対応

①現状を振り返る為、面談を近日中に行う。

②何か不調がある場合には、担当のスタッフに相談するよう促し、統一した対応を図る（担当スタッフ　中野渡）

③本人にスタッフに話しかける回数が増えている事を伝える。
清川　厚子様～5/14（月）デイケア正式利用予定。本人「主治医から10：30～15：00までデイケアを利用するように言われた」と話している。来所時、デイケアの通所時間（10：00から16：00まで）についての説明を行う。カルテに記載し、主治医に確認を取る。

関　秀治様～昼食後、「間違えて朝食後薬を持ってきてしまいました」と、持参薬の確認を行われている。朝食後薬を持参しており、朝いつの薬を服用したか本人に確認。昼食後薬を間違って朝食後に服用したかもしれないが、はっきりしないとの事。主治医へ報告し、朝食後薬を服用するようにと指示あり、本人へ伝えて服用して頂いている。
横山　耕生様～本日、歯科受診のため、少し早めに帰荘している。歯科受診の予約時間について検討するよう本人へ伝えている。本人「デイケア終了後では遅くなるから今後予約の時間を変更するのは難しい」と話し納得できていない。

⇒今後の対応

再度、通所目的を確認し、歯科受診の時間について説明する。

繁名　和恵様～バイタルサイン異常ないが、不調の訴え何度も聞かれている。スタッフより常に身体に注意が向けられている為注意を趣味的活動に向けて見る事を提案している。本人からの希望あり編物に取り組み、その後は不調の訴え聞かれず、表情よく過ごされる。面談実施。「具合が悪いと感じたら、口が勝手に帰りたいという。頭の中では、気分を変えたいから違う事をやりたいという気持ちがある。」と話されている。今後は、本人からの訴えの際には、気分転換の為にも違う作業を勧める事を説明し納得されている。
今後の目標：「通所時間内を帰らずに過ごすことが出来る」「生活リズムの確立」と立てている。

＜小野寺文明様・三上幸宏様体験利用時の様子＞

小野寺　文明様～「少し緊張したけど良かった。また来ます」と話されている。毎週木曜日の利用予定。外来は隔週での通院となる。

三上　幸宏様～「知ってる人もいたし何とかなりました。また来ます」と話されている。外来受診時に、母親に金銭を要求している事があり母親から本人が飲酒する為、本人に持たせられないとスタッフに話していたとの事。

ご家族に電話連絡し、次回、受診時に本人から主治医に今後のデイケアの利用について相談するように伝えている。

＜ケア会議を実施報告＞

我満　奈津紀様　（34）　統合失調症　　　　　　

○本人の目標

現在の生活を維持していく。

○具体的目標

①病状の再燃を予防し、入院をしない。

②身の回りの事を（洗濯、自室の整理整頓）行う

○現状　

・青明舎の訪問が女性のスタッフがいない為、5/1（火）から青明舎の訪問が実施されていない。

・本人が身の回りの事が（洗濯、自室の整理整頓）できていない。

○今後の対応

・青明舎が青山荘と連携をとり女性スタッフが毎週金曜日に訪問を行う。自力で身の回りの事をできるようになるにしたがい、徐々に訪問回数を減らしていく。

○妊娠について

・本人より現在付き合っている男性との間に子供が欲しい為、18日の産婦人科受診時に避妊リングを取りたいと相談があり。

○現状

・交際中の男性と連絡が取れなくなる時などに体調を崩し、病状が安定していない。

・身の回りの事も他者の支援を必要としている。


・妊娠をする場合には、服薬調整の必要があり、体に負担がかかり病状が安定していない状況では妊娠は難しい。

○子供が欲しい理由

· 付き合っている男性から「１から子供を育てたい」という希望があった。

· 付き合っている男性との間に子供ができれば、男性との交際を継続できると考えている。

· 入院している間に子供が大きくなった為、自分で子育てをした感じがしない。１から子育てをして

みたい。

・子供ができれば娘が姉の自覚を持ってくれるのではないかという期待。

○本人に対して

· 子供を男性との関係性を継続させる為のモノとして捉えている。

· 現段階で本人のみでは身の回りの事が（洗濯、自室の整理整頓）できておらず、その状態で子育て

は困難である事。

以上の内容を本人に説明している。

○本人より

「5月18日の産婦人科受診時に避妊のリングは取らない。」と話している。

食事サービス提供委員会

良い点

　・調味料が無かったときに柔軟に対応してくれた。

　・食事を盛り付ける際に小さいお玉がついて盛り付けやすくなっていた。またトングが2種類に増えて使いやすくなった。

　・ＤＭのカップケーキ（デザート）がグレープフルーツ（フルーツ）になっていたが、量が少なくてもデザートを食べたいという声があった（ゼリーＯＲカップケーキ半分）

・ジョア、カップケーキが良かった。

悪い点　

・4/20昼食　赤飯が混ざっていなくまばらだった。

・「にしめ」ではなく「煮物」だった。またレンコンの数など一皿に入る具がバラバラだった。

　・5/1夕食　糖尿病食の上岩様の食事が少なすぎて、まるで前菜のようだった。

　・大根の味噌肉がけの大根がｇで準備されているが盛り付け時に個数が５個で表示しており、そのため大根が大量に余っていた。

　・5/11昼食　さわらを残す人が多かった。

　・レストランにカマドウマがいた。

　・うどんが温かくて良かったがケーキが付いた為、量が少なかった。

＜事例検討＞

上岩　英治様　64歳　統合失調症　

治療計画

· プログラムに安定し参加しさらに他者とのコミュニケーションが拡大することが出来るように

ＳＳＴを通して対応していく。

· 独語が続く時は声をかけ他者とトラブルにならないように対応していく。

本人の目標

長い間入院していた為、自分なりの生活を見つけたい。

〇現状

· 日常的に独語が見られ、他者から苦情が聞かれている。

· 本人に独語についての振り返りを行っているが独語について決して認めない。

· 保護者である姉は本人の都合の悪い事を言わない。

· 本人は自分の事をきちんとできていると評価しており自己評価を過剰に評価している。

· 本人から青山荘に入所したいという希望があり、ご家族も同意している。

· 主治医・青風荘スタッフからは青風荘の退所は困難であると評価されている。

〇今後について

· 今後、服薬管理・金銭管理など本人の出来るところからステップアップできるように促していく。

番沢　政勝様　（37）　統合失調症

6月にグループホーム入所予定。入所に伴い、日常生活を全て単独で行う事に対して不安がある事から、

利用時間の長いデイナイトケアへの移行を検討。

＜デイケア＞

現在、通所の場所が変更となることや、本人がグループホームへと移る事など、環境の変化が著しく、

本人も戸惑う事が予想される。しばらくは夕食を青風荘で発注し、レストランで摂取するという形で

様子を見て、本人が慣れた頃にデイナイトケアへの移行する方向で考えている。

＜本人の意思＞

プログラムはデイケアを希望している。

＜青風荘＞

食事などの面を考慮するとデイナイトケアも考えていく必要があると考えている。









